
松江工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 まちづくり学
科目基礎情報
科目番号 0050 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境・建設工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教科書：「図説わかる交通計画」森田哲夫 他（学芸出版社）
担当教員 淺田 純作
到達目標
（１）意思決定や合意形成の手法を理解する。
（２）社会調査の分析手法を理解する。
（３）まちづくりの事業評価の基本的な考え方を理解する。
（４）まちづくり計画の手法を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 意思決定や合意形成の手法を正し
く理解できる．

意思決定や合意形成の手法を理解
できる．

意思決定や合意形成の手法を理解
できない．

評価項目2 社会調査の分析手法を正しく理解
できる。

社会調査の分析手法を理解できる
．

社会調査の分析手法を理解できな
い．

評価項目3 まちづくりの事業評価の基本的な
考え方を正しく理解できる．

まちづくりの事業評価の基本的な
考え方を理解できる．

まちづくりの事業評価の基本的な
考え方を理解できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

少子高齢化の進む地方都市では，空き家問題や公共交通の衰退などさまざまな問題を抱えている。このような社会にお
いてまちづくりを進めるためにはビジョンや創造性と同時に現状の問題点を具体的に抽出する力や論理に支えられた説
得力が必要である．本講義は，まちづくりに必要な都市・地域に関する意志決定のための理論や合意形成・社会調査の
分析手法等を包括的に学習していく．　講義の進行として，前半は，まちづくりにおける社会調査の基礎理論を学ぶ
．後半は，特に公共事業の評価手法や交通計画を例に，計画策定に関する一連の過程とその考え方，ならびに各過程で
用いられる手法を学ぶ．
※実務との関係
　この科目は企業でまちづくりに関する社会調査やワークショップを担当した教員が、その経験を活かし、社会調査や
合意形成に関する内容また交通計画等について講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法

成績は，到達目標の達成度を　「期末試験=100％の割合」　で評価する。
評価の得点が60点以上（100点満点）を合格とする。

期末試験で36点以上の場合は「再評価試験」を実施し、「追認試験」は実施しない

なお、選択者数や授業の進行状況により、課題演習を行う場合があり、そのときは、
「試験＝90％ ，課題＝10％の割合」で評価する。

注意点 学修単位科目であり、１回の講義（９０分）あたり９０分以上の予習復習をしているものとして講義・演習を進めます
。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週
概説
まちづくりと計画学　/　計画の作成プロセス　/　合
意形成手法

まちづくりの各段階における調査・解析の意義と重要
性について理解する。

2週
調査の基礎①
問題の明確化 / 実体の調査  / 現象の分析 / 将来の予
測 / 代替案の作成 / 代替案の評価

計画学とデータ解析の概要について理解する。

3週 調査の基礎②
社会調査データの入手方法 / データの尺度 現象の測定とデータ処理の基礎について理解する。

4週 調査データの分析方法①
統計基本量 / クロス集計 データ分類と統計量について理解する。

5週 調査データの分析方法②
相関分析 / 時系列分析　等 相関分析と時系列分析について理解する。

6週 調査データの分析方法③（多変量解析）
重回帰分析 / 判別分析  /  主成分分析 重回帰分析について理解する。

7週 調査データの分析方法④（多変量解析）
  クラスター分析 / 数量化理論 数量化理論について理解する。

8週
まちづくり計画の手法
交通計画を例に、まちづくりに係る計画の概要とその
手法について講義する。

まちづくりに係る計画の概要とその手法について理解
する。

4thQ

9週 交通ネットワーク(1)
交通ネットワークの概要について講義する。 交通ネットワークの基礎理論を理解する。

10週
交通ネットワーク(2)
交通ネットワークについて講義する。 交通ネットワークの基礎理論を理解する。

11週 データを用いた将来予測(1)
例として交通需要予測の概要について講義する。 交通需要予測の基礎理論を理解することを期待する。

12週
データを用いた将来予測(2)
４段階推定法について講義する。 予測の流れと各段階での交通量の性質について理解す

ることを期待する。



13週 プロジェクト評価 ，費用便益分析
プロジェクト評価について講義する。 評価対象と便益の概念について理解する。

14週
まちづくりの様々な取り組み
（例として）モビリティマネジメントなどについて紹
介する。

今後のまちづくりについて考え、議論する。

15週 前期期末試験
第1～14回までの範囲　　50分

16週 試験の返却及び問題の解説
試験を返却し，問題の解説などを行う． 間違った問題の正答を求めることができる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 建設系分野 計画

土地利用計画と交通計画について、説明できる。 3
交通流調査(交通量調査、速度調査)、交通流動調査(パーソント
リップ調査、自動車OD調査)について、説明できる。 3

交通需要予測(4段階推定)について、説明できる。 3
交通流、交通量の特性、交通容量について、説明できる。 3
計画の意義と計画学の考え方を説明できる。 3
費用便益分析について考え方を説明でき、これに関する計算がで
きる。 3

評価割合
期末試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0


